


いる人たちに分け与えられた。魚も同じようにして、彼らが望むだけ与えられた。

彼らが十分食べたとき、イエスは弟子たちに言われた。

「一つも無駄にならないように、余ったパン切れを集めなさい。」そこで彼らが集めると、大麦のパン五つを

食べて余ったパン切れで、十二のかごがいっぱいになった》（10-13節）

主は、人々をそこに座らせ、その子供の弁当からパン

と魚を取り、感謝をささげられた。そして、それを分け

ておやりになると、そこにいた一万人余りの人々はみな

満腹し、残ったパンを集めさせると、十二のかごに一杯

になった。これは、明らかに奇蹟である。

この物語の締めくくりにふさわしい付記である。もし

イエスが単なる人間であったなら、余ったパン切れのこ

とまでわざわざ気にすることはなかっただろう。五千人

を養うことの出来る人が、残り物のわずかなパン切れの

ことで悩むことはしない。

しかし、イエスは神である。そして神にとっては、その豊かな賜物が浪費されることがあってはならない。神は

ご自身が賜る尊いものが無駄に使われることを望まれない。そこで少しも無駄が出ないように残ったパン切れを集

めるよう、指示を下されたのである。

（６）人々の反応とイエスの態度

《人々はイエスがなさったしるしを見て、「まことにこの方こそ、世に来られるはずの預言者だ」と言った。

イエスは、人々がやって来て、自分を王にするために連れて行こうとしているのを知り、

再びただ一人で山に退かれた。》（14-15節）

この奇蹟の後、人々はどうしたかと言うと、「人々はイエスがなさったしるしを見て、「まことにこの方こそ、世に来

られるはずの預言者だ」」と言った。人々がこの奇蹟を見て、出している答えは、「世に来られるはずの預言者」であ

った。これは、申命記18章15節に約束されている、「モーセのよう預言者」のことであり、「来たるべき救い主」

の預言にほかならない。

ユダヤ人たちは、「メシヤとなる預言者」が来ることを旧約聖書から知っていた。そしてその預言者がローマ帝国

の支配から自分たちを解放してくれることを待ち望んでいたのである。人々は地上の君主を待ち望んでいた。
くんしゆ

しかし、その信仰は純粋なものではなかった。イエスが神の御子であると信じ、自分の罪を告白してイエスを救

い主として受け入れる、という信仰はなかった。

奇蹟の結果、人々はイエスを王にしようとした。この場面でも、もしイエスが単なる人間であったなら、その要

望に応えたことだろう。人間とは自分の地位が上がり、目立つ立場につくことを何よりも渇望するものである。
こた かつぼう

しかし、イエスが虚栄心や自尊心で心が動かされることはなかった。ご自身がこの世に来られたのは、十字架上
きよえいしん じ そんしん

で、罪人の身代わりに死ぬためであることがわかっていた。

その目標の妨げになるものには、イエスは何1つかかわろうとはされなかった。まず犠牲の祭壇に上がるまでは、

王座に上ろうとはされなかった。苦しみを受け、血を流し、そして死んで後、初めて高く引き上げられるのである。

（７）いのちを与える主

この出来事は、主イエス・キリストこそ私たちに「いのちを与える主」であられることを教えるものである。こ

の出来事を聖餐式と結び付けようとする人がいるが、むしろ私たちに「いのちを与えるお方」としての救い主を示

すと考えるのが自然であろうと思われる。

私たちは、毎日の食事の時、それを私たちに与えてくださるお方がおられることをよく知る必要がある。ただ単

に自分が働いたことによって食べられるのだと考えて、事終われりとすべきではない。私たちが働くことができる

のも、働いた結果、給料をもらうことができるのも、主がそのようにしていてくださるからである。

それは「肉体のいのち」だけではない。「霊的いのち」もそうである。主を離れて、およそいのちを持ち、また保

つことなどできないのだということを、しっかり心に銘記し、主にいつも深い感謝の気持ちを持つようにしなけれ

ばならない。

アンデレが主イエスの所に持って来たのは子供のひとり分の弁当にすぎなかった。それは、一人前の大人にはま

ことに不十分なものであった。しかし、主イエス・キリストの御手の中に入れられると、それは、一万人以上の人

々の空腹を満たすのに十分であった。

私たちも、力のない、何の取り柄もない者であるかもしれない。しかし、主イエス・キリストの御手の中に入れ

られるなら、多くの人の役に立つ者としていただくことができる。あなたは子供のひとり分の弁当のような存在で

も、今、主イエス・キリストの御手の中にすべてを投げ出そう。

－３－

先週の学びの補足資料

J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ヨハネ 5:39

evrauna/te ta.j grafa,j( o[ti ùmei/j dokei/te evn auvtai/j zwh.n aivw,nion e;cein¥
kai. evkei/nai, eivsin aì marturou/sai peri. evmou/¥

<文法解析ノート> Joh 5:39
@1# evrauna,w evrauna/te（エパナゥ） vipa--2p/vmpa--2p 動）直現能2複/命現 調べる/調べなさい
@2# ò ta.j dafp 冠）対女複 冠詞（この､その） @3# grafh, grafa,j( n-af-p 名）対女複 書､聖書

@4# o[ti o[ti cs 接）従 ～と､なぜなら @5# su, ùmei/j npn-2p 代）主2複 あなた

@6# doke,w dokei/te vipa--2p 動）直現能2複 思う､考える @7# evn evn pd 前）与 中に､間に､で､よって､に､

@8# auvto,j auvtai/j npdf3p 代）与女3 彼･それ(三人称の代名詞)､自身(強調用法)､同じ､まさに

@9# zwh, zwh.n n-af-s 名）対女 いのち､生存､(永遠の･神の)いのち

@10# aivw,nioj aivw,nion a--af-s 形）対女単 永遠の

@11# e;cw e;cein¥vnpa 不定）現能 持つ､保つ､できる､～である

@12# kai, kai. cc 接）等 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば

@13# evkei/noj evkei/nai, apdnf-p 指示)主女複 それ､彼､あの､その

@14# eivmi, eivsin vipa--3p 動）直現能3複 ある､～である､～です

@15# ò ai dnfp+ 冠）与女複 冠詞（この､その）

@16# marture,w marturou/sai vppanf-p 分）現能主女複 証言する

@17# peri, peri. pg 前）属 ～のこと @18# evmo,j evmou/¥npg-1s 代）属1単 わたしの､わたしのもの

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】 あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思って、聖書を調べています。その聖書は、わたし

について証ししているものです。／直接法）

（別訳：あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思っています。聖書を調べなさい。その聖書は、わたしにつ

いて証ししているものです。／命令形）

【新改訳改訂３】 あなたがたは、聖書の中に永遠のいのちがあると思うので、聖書を調べています。その聖書が、わ

たしについて証言しているのです。

【口語訳】 あなたがたは、聖書の中に永遠の命があると思って調べているが、この聖書は、わたしについてあかしをす

るものである。

【新共同訳】 あなたたちは聖書の中に永遠の命があると考えて、聖書を研究している。ところが、聖書はわたしにつ

いて証しをするものだ。

【NKJV】 "You search the Scriptures, for in them you think you have eternal life; and these are

they which testify of Me.

【TEV】 You study the Scriptures, because you think that in them you will find eternal life. And

these very Scriptures speak about me!

【KJV】 Search the scriptures; for in them ye think ye have eternal life: and they are they which

testify of me. （命令形）

【NIV】 You diligently study {[39] Or <Study diligently> (the imperative)} the Scriptures because you

think that by them you possess eternal life. These are the Scriptures that testify about me,

【LIB】 あなたがたは、永遠のいのちを見つけようと、熱心に聖書を調べています。 その聖書は、わたしを指し示して

いるのです。


